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内デッキのある家 ―ついの棲家―　長谷川総一／長谷川設計事務所

17年前に二世帯住宅の設計依頼のあった施主から「南側の土地を購
入したのでまた設計をお願いしたい。」と連絡がありました。年月と共に
当時小学生低学年、幼稚園だった子供たちが成人し、長女は社会人に
なり、三世帯が暮らせるように“ついの棲家”を設計することになりました。
街並みも当時から比べると区画も細分化され、敷地が割られた数だけ
生垣も取り除かれ、駐車スペースのための舗装が増えつつありました。
計画は庭いじりの好きなおじいさんのために今の庭と新しい庭をつなぐ
内デッキのあるプランとし、街に対して既存の生垣はできるだけ残して駐
車スペースには落葉樹を植え、庭の一部になるように低く石を積んで街
路と仕切っています。
内デッキまでは道路からスロープであがれ、デイサービスで送ってくれた
人や近所の友達とのコミュニケーションの場、外出用車椅子から歩行
器に取替える場、パブリックスペースとプライベイトスペースの距離をと
る場、旧住宅とついの棲家とを繋げる場、南庭と北庭を繋げる場、庭い
じりの間の休息の場となり、内デッキの用途は多様です。
切妻屋根の軒の出（1,350㎜）が外壁を守り、日射を調整し、内デッキを
通し風が室内へと流れ込み、プライベイトの室の中央にはトップライトを
設けさらに風の流れを起こす。
子や孫達に見守られ、心地よい風の流れる落ち着いた空間が広がる

“ついの棲家”になりました。
撮影：小川重雄　第60回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
長谷川総一
1956年 神奈川県生まれ
1979年 京都工芸繊維大学工芸学部　 
 住環境学科卒業 
1985年 ㈱アトリエフルタ建築研究所
1992年 長谷川設計事務所開設
 現在に至る

■建物データ
設　　計：長谷川設計事務所
　　　　　長谷川総一・三宅貴子
施　　工：株式会社市川工務店
所 在 地：藤井寺市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2015年7月
構造規模：木造　１階
敷地面積：320.23㎡
建築面積：99.90㎡
延床面積：86.24㎡
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

激
動
す
る
東
京
都
心
に
、
こ
ん
な
幸
せ
な
形
で

歳
月
を
重
ね
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
あ
っ
た
の
か
、

と
建
築
の
持
つ
力
に
改
め
て
感
動
を
覚
え
た
。
そ

ん
な
建
物
が
六
本
木
の
交
差
点
か
ら
二
〇
〇
ｍ
の

場
所
に
あ
る
。
高
速
道
路
が
上
部
を
塞
ぐ
目
の
前

の
六
本
木
通
り
の
対
面
に
は
二
〇
〇
三
年
に
竣
工

し
た
高
さ
二
三
八
ｍ
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
が
そ
び
え

立
つ
。
周
囲
で
は
再
開
発
の
計
画
が
今
も
進
行
中

な
の
だ
ろ
う
。
東
側
の
隣
地
に
は
ポ
ッ
カ
リ
と
大

き
な
駐
車
場
が
広
が
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
六

月
、
初
め
て
現
地
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

通
り
か
ら
少
し
奥
ま
っ
た
路
地
の
先
に
、
高
さ

二
〇
ｍ
、
一
辺
約
二
三
ｍ
角
の
六
階
建
て
の
白
い

瀟
洒
な
外
観
が
見
え
て
く
る
。
彫
刻
的
な
表
情
が

印
象
的
で
、
階
段
室
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ

が
納
ま
る
コ
ア
部
分
を
除
い
て
外
周
に
壁
は
な
く
、

水
平
に
窓
が
軽
快
に
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ビ
ル
は
、通
常
の
貸
オ
フ
ィ
ス
で
は
な
い
。

敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
十
月
、
日
本
初
の
本
格

的
な
産
業
別
単
一
労
働
組
合
と
し
て
結
成
さ
れ
た

全
日
本
海
員
組
合
の
本
部
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
一
九
六
四
年
に
竣
工
す
る
。

世
界
の
海
で
活
躍
す
る
外
航
船
や
遠
洋
漁
船
で
働

く
船
員
た
ち
と
日
本
の
海
事
関
連
産
業
で
働
く
労

働
者
の
た
め
の
組
合
の
活
動
拠
点
で
あ
る
。

　

設
計
を
手
が
け
た
の
は
、
前
川
國
男
の
下
で
東

京
文
化
会
館
の
担
当
チ
ー
フ
を
務
め
た
後
、
一
九

六
二
年
に
独
立
し
て
事
務
所
を
設
立
し
た
直
後
の

大
髙
正
人
︵
一
九
二
三
～
二
〇
一
〇
年
︶
で
あ
る
。

お
り
し
も
、
そ
の
設
計
は
、
独
立
後
の
出
発
点
と

な
っ
た
木
造
の
片
岡
農
業
協
同
組
合
︵
一
九
六
二

年
︶
の
建
設
中
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
続
く
本
格

的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
と
し
て
、
大

高
と
若
い
所
員
た
ち
は
さ
ぞ
か
し
張
り
切
っ
て
こ

の
ビ
ル
の
設
計
に
取
り
組
ん
だ
に
違
い
な
い
。

　

そ
ん
な
顔
の
見
え
る
人
格
を
持
っ
た
組
織
と
草

創
期
の
事
務
所
と
の
幸
福
な
出
会
い
が
あ
っ
た
か

ら
な
の
だ
ろ
う
。
竣
工
か
ら
五
二
年
が
経
つ
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
、
愛
着
を
も
っ
て
大
切
に
使
わ
れ

て
き
た
こ
と
が
随
所
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

両
者
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た
周
到
な
設
計
と
大

胆
な
空
間
構
成
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

中
で
も
驚
く
の
は
、
一
階
の
ピ
ロ
テ
ィ
か
ら
玄

関
ホ
ー
ル
を
経
て
地
階
の
天
井
高
約
五
ｍ
の
大
会

議
場
へ
と
連
続
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
構
成
だ
。
玄
関
ホ
ー
ル
の
床

に
は
東
京
文
化
会
館
と
同
じ
よ
う
な
磁
器
タ
イ
ル

が
貼
ら
れ
、
骨
太
な
手
す
り
や
ベ
ン
チ
と
相
俟
っ

て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る
。

　

大
髙
の
下
で
設
計
を
担
当
し
た
増
山
敏
夫
は
、

設
計
に
あ
た
っ
て
課
題
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
﹁
人
口
の
都
市
集
中
、
都
心
部
の
膨
張
、
市
街

地
の
拡
大
な
ど
は
、
東
京
、
大
阪
の
よ
う
な
大
都

市
共
通
の
現
象
で
あ
り
、
市
街
地
の
容
積
増
大
は

お
ど
ろ
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果

と
し
て
、ず
い
ぶ
ん
た
く
さ
ん
の
建
物
が
建
っ
た
。

こ
れ
ら
急
増
し
た
市
街
地
の
建
築
群
の
中
で
最
も

大
き
な
容
積
を
占
め
て
い
る
の
が
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

だ
ろ
う
。
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
ビ
ル
も
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
と
思
う
も
の
に
お
目
に
か
か
る

こ
と
が
ま
れ
で
、︵
中
略
︶
共
通
し
た
ウ
ィ
ー
ク

ポ
イ
ン
ト
は
、
環
境
に
対
す
る
姿
勢
が
希
薄
で
あ

る
こ
と
、
表
情
、
個
性
に
乏
し
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
う
。﹂︵﹃
建
築
﹄
一
九
六
四
年
五
月
号
︶

　

こ
こ
に
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

下
の
東
京
が
急
激
に
変
貌
し
て
い
く
様
子
も
読
み

取
れ
る
。
続
い
て
増
山
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
設

計
条
件
が
抱
え
る
問
題
点
と
目
指
す
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
く
。

　
﹁
市
街
地
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
い
う
も
の
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
狭
い
高
価
な
敷
地
を
法
規
が

許
す
限
り
有
効
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

に
、
思
い
き
っ
た
設
計
が
で
き
に
く
い
。︵
中
略
︶

一
方
、
公
共
建
築
の
よ
い
も
の
は
必
ず
と
い
っ
て

よ
い
程
、
集
ま
っ
て
く
る
人
々
の
た
め
に
気
持
ち

よ
く
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
て
い
て
豊
か
な
環
境
を

造
り
出
す
こ
と
が
常
識
に
な
っ
て
い
る
。
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
の
場
合
、
直
接
利
潤
に
つ
な
が
ら
な
い
無

駄
と
も
思
え
る
こ
う
し
た
ス
ペ
ー
ス
を
割
く
こ
と

は
難
し
い
相
談
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
道
路
し
か
公
共

用
地
の
残
っ
て
い
な
い
市
街
地
で
は
、
個
々
の
建

築
に
、
環
境
に
対
す
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。﹂

　

そ
し
て
、
こ
の
ビ
ル
で
は
ピ
ロ
テ
ィ
を
活
用
し

た
次
の
よ
う
な
方
法
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
設
計
当
初
一
階
を
事
務
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使

用
し
な
い
と
、
と
て
も
要
求
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を

収
容
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
地

上
階
に
な
い
と
困
る
も
の
以
外
は
地
下
に
入
れ
、

居
室
と
し
て
採
光
の
必
要
な
も
の
の
た
め
に
は
サ

ン
ク
ガ
ー
デ
ン
を
造
る
な
ど
、
地
下
の
立
体
的
活

用
を
は
か
り
、
か
な
り
の
面
積
を
ピ
ロ
テ
ィ
ー
と

玄
関
ホ
ー
ル
、
ロ
ビ
ー
に
削
っ
た
。﹂

　

竣
工
時
の
写
真
を
見
る
と
、
現
在
は
増
築
さ
れ

て
塞
が
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
自
然
光
を
取
り
入
れ

る
光
庭
が
取
ら
れ
、
地
階
の
大
会
議
室
へ
と
光
が

注
ぎ
風
の
抜
け
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
空
間
構
成
が

意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
構
造

家
の
青
木
繁
が
考
案
し
た
東
西
二
ヶ
所
の
コ
ア
と

大
梁
で
構
成
さ
れ
た
巨
大
架
構
と
ジ
ョ
イ
ス
ト
ス

ラ
ブ
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
各
階
に
は
柱
が
な
い

開
放
的
で
快
適
な
事
務
室
も
実
現
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
大
髙
が
﹁
こ
れ
か
ら
は
都
市
的
な

視
野
の
中
で
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
つ
か
ま
え
る
と
い

う
の
で
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
ね
﹂

︵﹃
新
建
築
﹄
一
九
六
四
年
五
月
号
︶
と
語
っ
た
と

お
り
、
都
市
へ
と
開
か
れ
た
今
見
て
も
新
鮮
な
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

地階の大会議場

東側から見る建物全景

全日本海員組合本部会館　1964年
組合員たちの拠り所を築く

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

エコノミー航空運賃・ホテル・ガイド
代・移動費等含む　二人部屋使用

定員　20名（定員になり次第締切）
※詳細は、本会ホームページをご覧ください。

「BIM活用の最前線」講習会・シン
ポジウム
10/28　CPD2単位

今、建築業界で注目のBIMを活用していただく
ため、講習会・シンポジウムを開催します。
日時　10月28日（金）　18：00〜20：00
会場　㈱内田洋行 2階会議室
　　　（大阪ユビキタス協創広場CANVAS）
　　　大阪市中央区和泉町2-2-2
基調講演1（BIM活用の最前線）
　講師　金沢工業大学教授　下川雄一 
基調講演2（BIMの活用と方向性）
　講師　㈱大林組建築本部PDセンター課長
　　　　中嶋　潤 
シンポジウム（仮）「BIM活用の効果と課題」
　パネラー　金沢工業大学下川教授、空創

房、一級建築士事務所畝代表、
栗林賢次建築研究所栗林代表、
㈱大林組建築本部PDセンター
中嶋課長

定員　100名（申込先着順）
参加費　会員2,000円  会員外3,000円（予定）

事務局からのお知らせ
2016年版会員名簿の掲載事項について

9月末に刊行予定の会員名簿につきましては、
掲載事項が①氏名②勤務先名③勤務先住
所・電話・Fax④建築士級別（正会員のみ）と
なっております。つきましては、
Ａ．氏名以外（②〜④）を掲載しない。
Ｂ．連絡先が自宅のみのため、③に自宅の連絡

先を掲載する。
のいずれかを希望される場合は、9月12日（月）
までにFaxまたは郵便にて事務局までご連絡を
お願いいたします（既にご連絡をいただいている
場合は不要です）。

募集　20名
参加費　会員6,000円　会員外6,500円

（建築士会への振込で、受付は入金順となります）

シニアサロン第59回例会
淀川を屋形船で下る歴史の旅
10/7　CPD2単位（予定）

江戸時代、枚方は京街道の宿場町で、淀川を
往来する三十石船の中継港として栄えました。
今回は枚方の鍵屋資料館を見学の後、「枚方
船着場」から屋形船に乗り、淀川舟運や沿川
の建物やまちづくりの歴史の説明と「三十石船
唄」を聞きながら「毛馬閘門」（パナマ運河と同
様の構造）を通過して天満橋の「八軒家浜船
着場」に到着する約2時間半の船旅です。
下船後天満橋近くで懇親会を開催します。
日時　10月7日（金）　12：30〜16：00　
集合　12：30
集合場所　市立枚方宿鍵屋資料館前
最寄駅　京阪電車枚方公園駅
定員　20名　先着順
参加費　会員5,000円　会員外5,500円
懇親会　会費4,000円程度　天満橋付近
申込期限　9月27日（火）
申込　本会HPからお申し込み下さい。

大阪市西地域
築港の近代建築と煉瓦倉庫見学会
10/15　CPD3単位（予定）

大阪市の西の端、大阪港築港界隈。大正〜昭
和初期、赤煉瓦倉庫のある築港一帯は、日本
最大の商工業都市となった大阪市の表玄関と
して、国内や大陸へ行く貨客船への貨物の揚
げ降ろしで大いに賑わいました。
1980年代半ばから、築港地区の岸壁の再開発
が進み、築港北側の天保山一帯は、倉庫群が
撤去され、海遊館やインターナショナル・マーケッ
ト・プレイスなどに生まれ変わりました。大阪市の
現役の渡し船の一つ「天保山の渡し」で此花
区・桜島から天保山に上陸して、築港に今も残る
近代建築と煉瓦倉庫群を大阪歴史博物館主
任学芸員酒井一光氏の解説と共に見学します。
日時　10月15日（土）　13：30〜17：00
集合　JRゆめ咲線「桜島駅」改札口前
募集　40名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外2,000円

第12回海外研修旅行
「香港･マカオ エコエキスポ･アジア
視察と澳門世界遺産及び新界地
区客家集落視察」
10/29〜11/2　CPD申請予定

香港で開催されるエコエキスポ・アジアを視察し
たのち、香港工業総会と日本建築材料協会、
建築士会の情報交換・交流を現地で開催しま
す。香港では客家集落群視察、マカオでは世界
遺産の数 を々視察します。
とき　10月29日発〜11月2日 4泊5日
行先　香港2泊・マカオ2泊
参加費　16万円予定（詳細決定次第連絡）

建築士の会 南河内
「建築プレゼンテーションのための
パワーポイント活用法」講習会
〜コンペ・プローポーザル・実務のプレゼンに
役立つノウハウ〜
9/3　CPD4単位（予定）

パワーポイント活用法の講習会を開催します。
プレゼン・講習会資料作成に利用されるパワー
ポイントについて効果的な表現方法を学び、実
務にぜひお役立てください。
講師の柳川陽文氏が作成した国際コンペや建
築士会の催し（槇文彦展等）の事例をわかりや
すく解説します。
日時　9月3日（土）　13：00〜17：00
場所　LICはびきの 2階会議室
　　　（羽曳野市立生活文化情報センター）
講師　柳川陽文（本会名誉会長）
受講料　会員2,000円　会員外3,000円
定員　20名（申込先着順）
対象　パワーポイントがインストールできている

ノート型パソコンを会場に持ち込める
方。ご興味がある方は、パソコンがなくて
も参加可能です。

ちょっと知りたい建築セミナー
世界遺産 軍艦島を知る
〜日本最古の鉄筋コンクリート造 高層アパートの今〜
9/6　CPD2単位（予定）

昨年、世界文化遺産として登録された長崎市
沖合の軍艦島は、端島炭鉱で働く人とその家
族が住んでいましが、42年前に炭鉱の閉山に
ともない、建築群はそのままの状態で無人島に
なりました。その軍艦島の調査のために現地に
行かれた講師をお招きして、建築的見地から撮
られた多くの写真をもとに軍艦島の今の様子を
お話しいただきます。
日時　9月6日（火）　18：30〜20：30　
会場　大阪府建築士会 会議室
講師　大阪大学名誉教授　大野義照
定員　50名（申込先着順）
参加費　会員500円　会員外1,000円
申込締切　9月2日（金）

夜のコンビナート照明を実地で学ぶ
堺 泉北臨海工業地帯見学会
10/1　CPD2単位（予定）

「堺泉北港臨海工業地帯」は、堺、高石、泉大
津の3市にまたがる埋め立て地で、石油・化学
系の工場が集積しています。夜には、タンクや
配管、煙突からの炎や蒸気が照明によって幻
想的 に浮かび上がります。
夜の大阪湾に広がるコンビナートの夜景は、SF
映画のワンシーンのように幻想的です。
大阪府漁業協同組合連合会のご協力により、
夜の堺泉北工業地帯の照明効果を、実際に

「海から」見学して学習します。
日にち　10月1日（土）
※台風など荒天中止の場合、翌週10月8日
（土）に順延します。

集合場所　南海本線 湊駅 改札口前
　　　　　（南海難波より約15分）
集合時間　18：00（受付開始17：40）
見学会　18：30出航〜20：00（予定）

大阪府建築士事務所協会40周年記念イベント
今、語られる大阪城天守閣平成の
大改修の秘話
9/10

大阪府建築士事務所協会の40周年記念イベントとし
て、大阪城天守閣の平成の大改修の秘話を語るパネ
ルディスカッションと元OSK日本歌劇団トップスターの
桜花昇ぼるさんが出演するトーク&ライブを開催します。
日時　9月10日（土）　13:30〜15:30
会場　大阪歴史博物館4F講堂
　　　大阪市中央区大手前4-1-32
第1部 「大阪城天守閣  平成の大改修の秘話」
　出演　北川 央（大阪城天守閣館長）、近藤一雄

（㈱東畑建築事務所常務執行役員）、三浦 
憲（㈱大林組建築事業部アフターケア部長）

第2部  トーク&ライブ「大坂の陣と真田幸村」
　出演　北川 央、桜花昇ぼる（元OSK日本

歌劇団トップスター）
参加料　1,000円
定員　250名（定員に達し次第締切）
問合　（一社）大阪府建築士事務所協会
　　　Tel.06-6946-7065

「懐かしい明治・大正・昭和戦前の
建築の写真展示5」
9/10〜9/17

建築は時代を映す鏡だと言われていますが、次 と々新
しい建築が建てられ、新しい街に生まれ変わってゆき
ます。嬉しい気持ちと、寂しさが入り混じる昨今。写真
で、古き良き時代を思い出して頂ければと思います。
日にち　9月10日（土）〜17日（土）
会場　堺市立東図書館
　　　（南海高野線北野田駅アミナス4階）
観覧　自由
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

地盤工学会関西支部第4回若手セミナー
〜地盤工学の基礎講座〜
9/30

「斜面安定」をテーマとして、セミナー参加者の
中から、希望者による「話題提供（業務・研究発
表など）」を主な内容として開催します。
主催　（公社）地盤工学会関西支部
日時　9月30日（金）　16：00〜19：30
会場　ドーンセンター大会議室
　　　大阪市中央区大手前1-3-49
最寄駅　京阪電車天満橋駅
　　　　地下鉄谷町線天満橋駅
定員　先着50名　参加料　3,000円 
申込締切　9月23日（金）
問合・申込　（公社）地盤工学会関西支部 
　　　　　  Tel.06-6946-0393
http://www.jgskb.jp

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
9/16〜29.1/24

  

国土交通省は2020年までにすべての建築物
に対し新省エネ基準適合を義務付けることを決
定しました。それに先がけて、設計者に省エネ技
術の習得をしていただく講習会で、今年度が本
講習会5ヵ年計画の最終年度です。
日程　9/16・9/29・10/14・10/27・11/9・
　　　11/25・12/7・12/20・1/13・1/24
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名
受講料　会員 本会が全額補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※修了証発行費用は別途必要。
申込　専用のWEBからお申込みください。
　　　 省エネ講習会　　 検索 
※詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

第60回大阪建築コンクール　
受賞者講演&ディスカッション
9/9　CPD2単位（予定） 

大阪建築コンクールは、建築士と社会との関わ
りを通じて建築作品を評価し、そのすぐれた実
績をたたえ、建築作品の設計者を表彰するもの
です。第60回を迎えた今回、受賞者による講
演会を企画いたしました。受賞作品のお話はも
ちろん、建築に対するそれぞれの思いを語って
いただきます。また、審査委員とのトークセッショ
ンも予定しております。パネル等の展示も行い
ますので、ぜひ足をお運びください。
日時　9月9日（金）　18：30〜20：45
　　　（受付18：10〜）
会場　TOTOテク二カルセンター大阪
　　　大阪市中央区久太郎町3-6-8
出演者（予定）

大阪府知事賞：長谷川総一、柏木由人、
若林亮、矢田朝士　特別賞：小幡剛也、
須賀定邦、中西正佳　渡辺節賞：畑友洋、
竹原義二審査委員長、審査委員

定員　80名（どなたでも参加できます）
参加費　無料

住宅を設計する仲間達主催  オープン勉強会
照明計画の「いろは」〜LED照明
を中心に〜
9/14　CPD2単位（予定）

今回の勉強会は、「照明計画」、特にLEDに関す
る内容を中心に行います。照明計画を考える際
の基本的な話、LEDを使った間接照明の効果的
な使い方について、世界のトレンド情報の紹介
等、照明デザイナーの方にお話していただきます。
日時　9月14日（水）　18：30〜20：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　日根伸夫・西村美由紀（照明デザイナー）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　※住宅仲間達登録者は登録料に含む
定員　35名（申込先着順）
協力　Noi Planning Studio

時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページから
　　　お申込下さい。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

長期優良住宅化リフォーム推進事業の講習団体登録
建築士会インスペクター養成講座
11/24・3/1　CPD5単位

わが国でも中古住宅の流通の取組みが活発
化しており、中古住宅売買時のインスペクション

（住宅診断）のニーズが高まっています。平成
28年5月27日に国会で可決した宅地建物取引
業法の改正では、契約手続時の重要事項説
明時に買主に対して、インスペクションの結果
の概要等を説明することが義務付けられます。
本講習では、今後需要が見込まれるインスペク
ション業務について、国土交通省のインスペク
ションガイドラインに沿って、その目的とインスペ
クション部位ごとの調査方法及び報告書の作
成方法等を具体的に説明します。修了者は建
築士会インスペクターとして登録（3年更新）さ
れ、建築士会ホームページに掲載されます。
日程　①11月24日（木）
　　　②平成29年3月1日（水）
時間　9：50〜16：20
会場　大阪府建築健保会館内
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）
※テキストには鉄筋コンクリート造・共同住宅
　が追加されました。

平成28年度大阪府ヘリテージマネー
ジャー育成講座（全10日間）
8/27〜1/28　CPD1日4単位（予定）

本講座は、文化庁の補助を受け、大阪府のさらな
る歴史文化遺産を発見し、既に指定されている
文化財建造物や登録文化財等の活用と保存を
推進し、まちづくりに活かす能力を持った人材“ヘ
リテージマネージャー”を育成することを目的に行
う講習会です。全10日間の講座で歴史、修復技
術、実測実習、保存活用などの基礎を学びます。
日程　①8月27日　②9月3日　③9月24日
　　　④10月8日　⑤10月15日　⑥11月5日
　　　⑦11月12日　⑧12月3日　⑨1月14日
　　　⑩1月28日（全10日間・土曜日）
時間　13：00〜17：00（全日共）
場所　大阪府立中之島図書館別館他
募集　30名（申込先着順）
受講料　会員25,000円　会員外30,000円
※文化庁の補助を受けているため受講料が
　低額になっています。
申込　本会ホームページからWEB申込してく
　　　ださい。

既存建築物耐震診断等の評価・評
定

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでどうぞ
ご活用ください。

（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

平成28年度建築士定期講習
1/16、3/21
CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属す
るすべての建築士は3年以内ごとに定期講習を
受講しなければなりません。本年度は平成25年
度に本講習を受講された方や、建築士試験に合
格された方が対象となります。未受講者は懲戒処
分の対象となりますので必ず受講してください。
日程
　1/16（月）　 定員300名  会場コード5C-04
　3/21（火）   定員300名  会場コード5C-54
会場　1/16（月）、3/21（火）大阪国際会議場
時間　9：25〜17：00
申込必着日　1/16（月）講習：12/12（月）
　　　　　　3/21（火）講習：2/14（火）
　※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
　※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/26　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。したがっ
て、変形能力が高い伝統構法の民家や社寺建
築の耐震性能を多角的に評価でき、一般診断
法では不可能な変形能力や減衰性能を考慮し
た合理的な補強計画やダンパーを用いた最新
技術による制振補強も可能となります。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　平成29年1月26日（木）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

大阪府知事指定講習
平成28年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
9/8・12/8・2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村の
木造住宅耐震診断等の補助を受けることができ
る技術者として名簿に掲載します。（本講習は、
国土交通大臣登録講習ではありません。耐震改
修促進法により耐震診断が義務付けられた建
築物の耐震診断は、日本建築防災協会が実施
する登録講習を受講修了する必要があります。）
日程　①9月8日（木）　②12月8日（木）
　　　③平成29年2月9日（木）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄「谷町四丁目」下車
定員　各120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住
　　　　　宅の耐震診断と補強方法）

監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
9/27、10/13、11/22、12/16
CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供します。
なお、監理技術者以外の建築士や技術者の方
も受講が可能です。日頃の工事監理業務に役
立ちますので、ぜひ受講下さい。
日程 9/27（火）、10/13（木）、11/22（火）、

12/16（金）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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 7/22 全国女性建築士協議会「奈良大会」
 7/25 連合会 正副会長会議
 7/26 連合会 臨時理事会
 7/27 池田市長面談
 7/28 茨木市長面談
 8/ 5 八尾市長面談
  柏原副市長面談
 8/10 連合会 女性委員会
 8/18 堺市長面談
 8/19 連合会新理事への活動状況説明
  【凡例】連合会：日本建築士会連合会

現在の建築士受験資格の実務経験要件
は、国土交通省が設置する社会資本整備
審議会建築分科会基本制度部会の平成

19 年 12 月の取りまとめを踏まえ、設計
及び工事監理に関する実務に限定的なも
のとされました。
この結果、受験者が限られ、設計等の業
務分野以外の建築士の誕生が少なくなっ
ています。
建築設計等の業務の多様化が一層進み、
設計等に当たっては、まちづくりや建
築物の完成後の維持管理などにも配慮
した設計等が求められるなど、設計等
の実務以外の幅広い知識等を必要とし
ています。
また、設計・工事監理等以外の建築業務
に携わる技術者や、同じ企業内でも配属
された所属部署の業務内容により、実務
要件が満足できず、建築士受験資格を取
得できない状況もあります。
建築士会では、受験の入り口を現行制度
のように狭めることが、建築設計界や建
築界全体の健全な発展に照らし、果たし
て適切な対応であったかどうか、改めて
再検証する時期にきているのではないか
と考えております。
建築士会連合会はこの問題について、全
国の建築士会の意見を集約し、国に対し
て実務要件見直しの提案することとして
おり、本会では、この問題を検討する特
別委員会を設置し、できる限り建築界全
般の意見を反映できるよう、設計のみな
らず、施工、行政、教育などの関係団体
等との意見交換を踏まえ、大阪の意見を
取りまとめることとしております。

宮崎八郎・柳川陽文名誉会長、藤田忍（市
大教授）・澤本侃一郎顧問、近江巳記夫

（元衆議院議員）・鈴木和夫（元府会議
員）･ 米正弘（元専務理事）の相談役、
小嶋和平特任相談役、元役員の細田茂
氏・吉田勝也氏にご出席いただき、会長・
副会長・委員会委員等の現執行部の主
な役員と本会の運営等について忌憚の
ない意見交換する懇話会を 8 月 23 日に
開催しました。
名誉会長等からは、公益社団法人に移
行後、公益目的事業の拡大・活性化に

よる黒字決算が毎年続き、財政の健全
化が図られている。また、建築士の資
質向上を図る研修事業はもとより、建
築相談、建築物の耐震化、災害時の被
災度判定活動等の社会貢献活動事業に
よる府民の安心安全を守る活動が着々
と実行されている。今後も引き続き、
この路線で活発な活動を行うようにと
の励ましを受け、参加した役員一同は、
今後とも公益社団法人としての役割を
果たせるよう、日々努めることを確認
しました。

大阪府は H17 年度に「建築物の環境配
慮技術手引き」の初版を発行し、この程、
2 回目の改訂を大阪府監修の下、本会に
おいて行うこととなり、研修委員会に改
定委員会を設置しました。
今回の改訂では、2020 年にすべての建
築物について省エネ基準適合の義務化
が決まっており、来年度からは確認申
請と連動した省エネ適合性判定制度が
実施されることから、本書がこれまで
CASBEEの視点で構成されていたのに
対し、建築物の省エネに特化して、省エ
ネの設計や適合性判定申請に活用できる

「省エネ技術の解説書」を目指しており
ます。
改定委員会は、立命館大学の近本智行
教授を委員長として、関電・大ガスの
エネルギー供給事業者、大手ゼネコン、
設備設計事務所、ハウスメーカー、設
備メーカー等に所属する、省エネのス
ペシャリスト 16 名の皆様に委員をお願
いし、各専門分野の原稿執筆をしてい
ただきます。
また、全国の省エネに関係する技術者に
幅広く本書を活用していただけるよう、
住宅を含む様々な用途の建築物や、大・
中・小規模の建築物の建築事例を掲載す
るとともに、学芸出版社に発行をお願い
し全国の書店で発売します。
第 1 回改訂委員会を 8 月 8 日に開催し、
今後、原稿の査読、編集を重ねて来年 3
月に発行する予定です。

動静レポート

建築物省エネ技術解説図書の発行

研修委員会

会長動静

建築士試験の実務要件見直しの
取り組み

運営委員会

名誉会長・顧問・相談役との
懇話会を開催

運営委員会

倉田池田市長（左）

福岡茨木市長（右）

田中八尾市長（左）

竹山堺市長（右）

奥田
柏原副市長
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堺市まちあるき &さかい利晶の杜見学
会では堺市内の妙国寺、本願寺堺別院、
町家を改装した「つぼ市」、山口家住宅、
阪堺電車、さかい利晶の杜の見学を行い
ました。山口家住宅では、観光ボラン
ティアから、平成 21 年から「堺市立町
家歴史館　山口家住宅」として公開され
ていることや、住宅の主屋が慶長 20 年

（1615）の大坂夏の陣戦火直後に建てら
れたこと。そのため、国内で現存する数
少ない江戸初期の町家の一つとして、重
要文化財に指定されていることなどが説
明されました。堺市内を南北に走るチン
チン電車（阪堺電車）は、堺の風物詩の
一つして明治 44 年の開業以来、堺の人々
の生活の足として重要な役割を担ってき
ました。また、平成 27 年 3 月から、堺
トラムが運行されています。この見学会
では、山口家住宅から利晶の杜までの移

本会主催の大阪建築コンクールは今年で
60 回を迎えました。この節目を記念して

「還暦」というタイトルのイベントを建
築表彰委員会で企画し、さる 7 月 9 日に
綿業会館にて開催することが出来ました。
前半は京都工芸繊維大学の松隈洋教授の
基調講演、後半は大阪市立大学の倉方俊
輔准教授をモデレーターとしたシンポジ
ウムという二部構成で約 90 名の方にご
参加頂きました。 当日配布した 60 回の
入賞作を網羅した小冊子は大阪の建築の
戦後を知る資料として価値があるものが
出来たと思います。
と言いつつ、準備から開催を通して私の
不勉強を数多く恥じ入りました。
設立当初の経緯として、1 ／渡邊節氏の
会長時代に当時主催の大阪府に審査員を
推薦していた賞であること。2 ／村野藤
吾氏の審査委員長の頃は対東京意識が濃
厚な賞であったこと（松隈氏見解）。

Topics

動に堺トラム（「茶ちゃ」）に乗車しまし
た。さかい利晶の杜は、堺の歴史文化の
魅力を体感できる施設です。堺には、仁
徳天皇陵古墳をはじめとする百舌鳥古墳
群のほか、由緒ある神社仏閣、歴史的ま
ちなみ、先人ゆかりの地、伝統産業など
の歴史文化資源があります。この施設は、

「誰もが茶の湯と文芸を楽しめる堺の歴
史と文化の杜」を、キャッチフレーズに
して、千利休と安土桃山時代の堺、与謝
野晶子と明治大正時代の堺を知り、体験
できる施設です。見学会の最後に、堺市
都市景観室から「堺の景観行政について」
という講演がされました。堺市景観条例、
堺市景観基本計画、大規模建築物等の届
出、景観法の施行、地域における歴史的
風致の維持及び向上に関する法律、堺市
景観条例の全部改正、堺市歴史的風致維
持向上計画の認定、堺市環濠都市北部地

また、賞の特色として、1 ／審査委員は、
計画から構造、設備、施工等と幅広い分
野から選定されておりそれぞれの分野の
意見交換の上、入賞者を選定していたこ
と。2 ／会社組織や建物の用途、規模に
偏ることなく公正な審査を旨としていた
こと。
その昔応募し賞を頂いておきながらそん
なことも知らなかったのは流石によろし
くない。賞の特色をしっかりと出すため
には、どのような作品が選ばれているか
が重要で、それには審査員が大きなウエ
イトを占めます。審査員の選定は当委員
会が担っており、審査の公平・公正を保
つために慎重に行っています。
この賞は一時期本会の財政事情により隔
年開催にせざるを得ない状況にありまし
たが、コンクール基金を設立し、各方面
からの出捐金を受けることで今回から毎
年の開催に戻すことになりました。

区町なみ再生協議会、堺環濠都市北部地
区まちなみガイドラインの制定経過の説
明があり、現在、堺市街なみ環境整備事
業修景施設整備補助制度が施行されてい
る内容を分かりやすく説明していただき
ました。暑い一日でしたが、堺市の文化
施設を見て、ボランティアさんからの説
明を聞き、また、堺市都市景観室からの
講演も聞かせてもらえて、豊かな気持ち
にさせてもらえました。

今後は、本賞を皆さんのより多くの「共
感」を得られる建築賞とするため、努力
したいと思います。

「利晶の杜」の会議室での
「堺の景観行政について」の講演

堺市まちあるき＆さかい利晶の杜見学会に参加して
日程：平成 28 年 7 月 16 日（土）　　参加者：13 名

七堂元敏（監事）

「還暦」大阪建築コンクール 60 回記念イベント
開催日：平成 28 年 7 月 9 日（土）　　参加者：約 90 名

山隈直人（建築表彰委員会主査）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

森
鎌　

達
也

地
区
計
画
に
よ
る
景
観
づ
く
り
と
企
業
誘
致
に
つ
い
て

１
．は
じ
め
に

　

島
本
町
は
、
大
阪
府
の
北
東
部
で
京
都
府
と

の
府
境
に
位
置
し
、
京
都
と
大
阪
の
ど
ち
ら

か
ら
も
比
較
的
短
時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
た

め
、
通
勤
・
通
学
者
に
と
っ
て
大
変
利
便
性
の

高
い
﹁
ま
ち
﹂
で
す
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
﹁
東
大
寺
﹂
と
い
う
地
名

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
古
く
は
奈
良
時
代
に

こ
の
地
が
東
大
寺
の
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
に
由

来
す
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
本
町
は
古
来
よ
り
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
て
き
た
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
開
発
行
為
等
に

伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
で
新
た
な
遺
跡

が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
、し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

も
の
の
、
本
町
で
は
新
た
な
宅
地
開
発
事
業

に
よ
る
急
激
な
人
口
増
が
今
後
見
込
ま
れ
る
た

め
、
保
育
所
等
の
公
共
施
設
整
備
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
執
筆
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
島

本
町
の
ア
ツ
イ
﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
つ
い
て
、

﹁
公
営
住
宅
﹂﹁
都
市
計
画
﹂﹁
バ
リ
ア
フ
リ
ー
﹂

﹁
地
区
計
画
を
活
用
し
た
景
観
づ
く
り
﹂﹁
企
業

誘
致
﹂
か
ら
﹁
遺
跡
の
発
見
﹂
ま
で
、
順
に
ご

紹
介
し
ま
す
。

２
．公
営
住
宅
の
集
約
建
替
事
業
と
跡
地

の
活
用

　

本
町
で
は
、
昭
和
二
〇
～
三
〇
年
代
に
建
設

し
た
木
造
平
屋
建
町
営
住
宅
一
五
〇
戸
を
五
団

地
︵
半
坂
・
鈴
谷
・
滝
谷
・
岸
ノ
下
・
鶴
ヶ
池
︶

に
分
け
て
、
維
持
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
建

物
の
老
朽
化
が
顕
著
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を

用
途
廃
止
し
、
平
成
九
～
一
〇
年
度
に
買
収
し

た
工
場
跡
地
︵
約
四
．七
ha
︶
の
一
部
︵
一
．三

五
ha
︶
へ
、
平
成
一
五
年
に
一
団
地
︵
緑
地
公

園
︶
と
し
て
集
約
建
替
し
ま
し
た
。
新
町
営
住

宅
は
、
高
層
集
合
住
宅
︵
一
三
四
戸
：
Ｒ
Ｃ
造

一
〇
階
建
︶
で
、
大
阪
府
の
﹁
あ
い
あ
い
住
宅

設
計
基
準
﹂
を
準
拠
し
、
玄
関
・
玄
関
ホ
ー
ル

に
車
い
す
利
用
者
の
転
回
ス
ペ
ー
ス︵
一
．五
ｍ

×
一
．五
ｍ
︶を
設
け
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
て
い
る
た
め
、
入
居
者
に
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
飲
料
用
貯
水
槽
を
備
え
た

地
区
公
園
と
災
害
時
の
炊
き
出
し
を
想
定
し
た

公
営
住
宅
集
会
所
を
一
体
的
に
整
備
し
て
い
る

た
め
、
防
災
拠
点
と
し
て
も
有
効
で
す
。

　

そ
の
後
、
旧
町
営
住
宅
跡
地
五
団
地
の
う
ち

四
団
地
︵
半
坂
・
鈴
谷
・
滝
谷
・
岸
ノ
下
︶
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
度
に
良
好
な
住
宅
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
事
業
提
案
型
の
コ
ン
ペ
を
実

施
し
、
採
用
さ
れ
た
事
業
者
に
当
該
跡
地
︵
約

二
．六
ha
︶
を
売
却
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
狭

隘
な
道
路
も
無
く
、
公
園
・
集
会
所
及
び
戸
建

住
宅
約
一
五
〇
戸
が
立
地
す
る
良
好
な
住
宅
街

へ
と
刷
新
し
ま
し
た
。

　

残
り
の
一
団
地
︵
鶴
ヶ
池
︶
に
つ
い
て
は
、

当
該
地
が
公
共
施
設
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
、平
成
一
六
年
度
に
建
物
を
除
却
し
た
後
、

暫
く
は
、
隣
接
す
る
公
共
施
設
︵
島
本
町
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
︶
の
来
客
者
用
臨
時
駐
車
場
等

と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。

３
．旧
町
営
住
宅
跡
地
の
売
却
と
道
路
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

旧
町
営
鶴
ヶ
池
住
宅
跡
地
︵
以
下
﹁
跡
地
﹂

と
い
う
。︶
を
臨
時
駐
車
場
と
し
て
数
年
利
用

し
な
が
ら
、
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、
跡
地

周
辺
は
役
場
を
含
め
た
行
政
・
研
究
施
設
集
積

地
区
と
し
て
、
長
年
歩
ん
で
き
て
い
る
た
め
、

前
述
の
四
団
地
の
よ
う
に
住
宅
地
と
す
る
の
で

は
な
く
、
研
究
施
設
な
ど
の
良
好
な
企
業
立
地

を
促
進
す
る
の
が
都
市
計
画
上
望
ま
し
い
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
四
月
か
ら
﹁
島
本
町
企
業
立
地

促
進
条
例
﹂
を
施
行
し
、
平
成
二
四
年
度
に
は

﹁
島
本
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
を
改

訂
し
、
用
途
地
域
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
、

産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
研
究
施
設
な
ど
の
集

積
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
研
究
施
設
な
ど
の
誘
致
に
あ
た
っ

て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

い
か
に
﹁
行
政
・
企
業
・
地
域
住
民
﹂
で
協
働

し
て
い
く
か
工
夫
し
た
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
跡
地
周
辺
は
、﹁
役
場
﹂
～
﹁
企
業
﹂

～﹁
島
本
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
﹂
に
公
道︵
町

道
広
瀬
桜
井
幹
線
︶
が
接
続
し
て
い
る
た
め
、

平
成
二
〇
年
三
月
策
定
の
﹁
島
本
町
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
﹂
の
重
点
整
備
地
区
内
で
準
生

活
関
連
経
路
と
し
て
位
置
付
け
し
て
お
り
、
ま

た
、
公
共
施
設
間
を
結
び
、
小
学
校
の
通
学
路

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
重
要
な
交
通
経
路
で
あ

る
も
の
の
、
歩
道
幅
員
が
一
．五
ｍ
程
度
と
狭

隘
で
あ
り
、
か
つ
、
縦
断
勾
配
も
一
部
区
間
で

約
一
一
％
あ
る
な
ど
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
跡
地
を
売
却
す
る
方
針
と
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
一
部
を
確
定
測
量
・
分
筆
し

道
路
用
地
と
し
た
後
、道
路
拡
幅
整
備
を
行
い
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
る
こ
と
に
加
え
て
、﹁
行

政
・
企
業
・
地
域
住
民
﹂
で
の
協
働
と
い
う
観

点
か
ら
、
売
却
条
件
に
歩
道
の
拡
幅
と
縦
断
勾

配
の
緩
和
を
求
め
る
内
容
を
盛
り
込
み
、
落
札

者
に
道
路
拡
幅
整
備
と
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
発
案
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
跡
地
を
売
却
し
研
究
施
設
を
誘
致

す
る
こ
と
と
公
道
の
整
備
に
は
直
接
的
な
関

連
性
は
無
い
た
め
、
ど
こ
ま
で
の
内
容
と
す
る

の
が
妥
当
か
調
査
研
究
す
る
必
要
性
が
生
じ

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
当
該
区
間
︵
役
場
～
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
︶
に
つ
い
て
、
歩
道
拡
幅
等
の
必
要

性
が
あ
る
か
否
か
を
調
査
研
究
す
る
た
め
、
平

成
二
五
年
八
月
に
直
営
に
て
交
通
量
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
調
査
指
標
は
、
当
該
区
間
が
道

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
二
十
五
回  

島
本
町
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鳥
羽
上
皇
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
水
無
瀬
離
宮
庭

園
の
遺
構
と
み
ら
れ
、
貴
重
な
地
域
の
歴
史
遺

産
で
す
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
島
本
駅
東
口
を
下
車
し

て
、
徒
歩
一
分
の
「
島
本
町
立
歴
史
文
化
資
料

館
」
に
移
築
復
元
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
た
「
離
宮
の

水
」
が
水
無
瀬
神
宮
内
に
あ
り
、
本
町
は
「
水

の
ま
ち
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

本
町
近
辺
へ
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、「
島
本

町
立
歴
史
文
化
資
料
館
」
や「
水
無
瀬
神
宮
」
に

一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

最
後
に
Ｊ
Ｒ
島
本
駅
の
東
側
で
な
く
西
側
へ

目
を
向
け
る
と
、
現
在
、
組
合
施
行
に
よ
る

「
Ｊ
Ｒ
島
本
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
」
へ
の

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
「
地
区
計

画
に
よ
る
景
観
づ
く
り
」
や
「
道
路
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
」
で
の
実
務
経
験
を
生
か
し
、
誰
も

が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し
て
日
々
公
務

に
全
力
投
球
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
協
働
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
創
生
と

い
う
趣
旨
を
施
主
に
ご
理
解
頂
き
、
写
真
Ａ
の

と
お
り
、
平
成
二
八
年
一
月
に
道
路
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
（
歩
道
幅
員
二
．五
ｍ
確
保
、
縦
断

勾
配
を
八
％
以
下
）
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
道
路
に
隣
接
す
る
区
域
は
、
道

路
境
界
線
か
ら
五
ｍ
以
上
後
退
し
、
高
低
木
を

適
切
な
バ
ラ
ン
ス
で
配
置
し
緑
化
に
努
め
ら
れ

る
等
、「
壁
面
の
位
置
に
関
す
る
制
限
」、「
垣

又
は
柵
の
構
造
に
関
す
る
制
限
」
を
遵
守
し
、

地
区
整
備
計
画
に
沿
っ
た
良
好
な
景
観
を
創
出

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
登
下
校
の
時
間
帯
に
児
童
が
車
道

へ
は
み
出
し
て
、通
行
す
る
こ
と
も
無
く
な
り
、

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
施
主
及
び
事
業
者

の
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

５
．お
わ
り
に

　

今
回
ご
紹
介
し
た
跡
地
で
す
が
、
建
物
の
建

設
前
に
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
平
成
二
六
年
八
月
頃
、
写
真
Ｂ
の
と
お

り
「
西
浦
門
前
遺
跡
（
に
し
う
ら
も
ん
ぜ
ん
い

せ
き
）」
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後

路
構
造
令
で
い
う
「
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い

道
路
」（
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
人
／
日
）
に
該
当

し
て
い
る
か
否
か
で
し
た
が
、
歩
行
者
が
一
日

あ
た
り
七
九
三
人
と
推
計
で
き
た
こ
と
か
ら
、

「
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路
」
と
し
て
、

原
則
三
．五
ｍ
以
上
の
歩
道
幅
員
を
確
保
す
べ

き
と
担
当
課
と
し
て
提
唱
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
内
部
検
討
を
重
ね
た
後
、
当
該
区
間
前
後
の

連
続
性
、
道
路
整
備
の
将
来
計
画
及
び
本
町
の

行
財
政
運
営
も
総
合
的
に
勘
案
し
、
本
町
と
し

て
歩
道
幅
員
二
．五
ｍ
（
一
．〇
ｍ
拡
幅
）
と
車

道
七
．〇
ｍ
を
確
保
す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。

４
．地
区
計
画
制
度
の
活
用
と
企
業
誘
致

　

そ
の
後
、
平
成
二
五
年
度
に
跡
地
周
辺
の
用

途
地
域
の
変
更
（
第
二
種
住
居
地
域⇒

準
工
業

地
域
）
を
行
い
、
安
定
し
た
企
業
活
動
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
住
環
境
悪
化
を
事
前

に
防
止
し
、
跡
地
周
辺
に
つ
い
て
「
行
政
・
企

業
・
地
域
住
民
」
の
調
和
を
目
指
す
べ
く
、
同

一
の
地
域
に
新
た
に
地
区
計
画
の
決
定
「
桜
井

三
丁
目
北
地
区
地
区
計
画
」を
措
置
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
の
地
区
計
画
の
導
入
・
規
制
に
あ

た
っ
て
は
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定
も
盛

り
込
ん
だ
条
例
も
施
行
し
、「
準
工
業
地
域
＋

地
区
計
画
」
で
「
企
業
活
動
＋
周
辺
景
観
」
を

守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
初
の
試
み
で
あ
り
、
今

後
新
規
の
開
発
行
為
等
が
あ
っ
た
際
は
、「
地

区
整
備
計
画
」
で
定
め
た
形
態
規
制
な
ど
の
細

か
い
「
建
築
物
等
に
関
す
る
事
項
」
に
つ
い
て

開
発
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
跡
地
の
売
却
に
つ
い
て
は
入
札
の

結
果
、
隣
接
す
る
企
業
が
落
札
さ
れ
、
研
究
施

設
の
増
築
を
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
本

町
の
都
市
計
画
に
沿
い
、
研
究
施
設
な
ど
の
集

積
と
い
う
目
的
を
達
成
で
き
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

「
行
政
・
企
業
・
地
域
住
民
」
の
協
働
に
よ
る

新
た
な
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

事
業
者
と
道
路
拡
幅
整
備
や
周
辺
景
観
な
ど
の

内
容
も
含
め
た
詳
細
項
目
に
関
す
る
開
発
行
為

等
の
事
前
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

前
述
の
と
お
り
、
既
存
の
公
道
は
公
共
施
設

で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
へ
向
か
う
手

前
で
、
歩
道
・
車
道
と
も
縦
断
勾
配
が
約
一
一

％
と
急
な
登
り
坂
と
な
っ
て
お
り
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
観
点
か
ら
は
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、

縦
断
勾
配
を
八
％
以
下
と
し
た
上
で
、歩
道
二
．

五
ｍ
確
保
の
整
備
と
す
る
よ
う
施
主
と
事
前
協

議
し
た
結
果
、「
行
政
・
企
業
・
地
域
住
民
」

島本町

森
鎌
　
達
也
（
も
り
か
ま 

た
つ
や
）

　
都
市
創
造
部
都
市
計
画
課
　
参
事
　
一
級
建
築
士

一
九
六
七
年	

大
阪
府
茨
木
市
生
ま
れ

一
九
九
一
年	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
工
芸
学
部
建
築
学
科
卒

一
九
九
三
年	

島
本
町
入
庁
　
主
に
都
市
計
画
、
公
営
住
宅
整
備
・	

	

管
理
に
携
わ
る

二
〇
一
六
年	

四
月
か
ら
現
職
、
趣
味
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏

町道広瀬桜井幹線（バリアフリー化後）［写真 A］

西浦門前遺跡の庭園遺構（島本町教育委員会提供）［写真B］

都市計画課の若手職員と撮影
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Gallery 建築作品紹介 設計：日建設計
施工：淺沼組

神戸学院大学附属高等学校は 1912 年に創立した森裁縫女学校を起源とし、
1966 年、神戸学院大学開設時に神戸学院女子高等学校と改名、2001 年、
大学の附属化とともに男女共学に改編し、神戸学院大学附属高等学校となる
歴史をもつ。「緑・光・風があふれる環境にやさしい校舎」、「社会や未来へ『つ
ながる』施設づくり」「ひとりひとりの個性を伸ばし、自分探しができる施設」をテー
マとし、明快でフレキシブルな施設構成と特徴ある施設づくりを行った。ロの字
型の中庭に図書室・多目的室・ラーニングルームを様々なレベルのテラスとそれ
をつなぐ屋外階段を配置。生徒がのびのびと活動できる様々な場所を提供し、
学年・クラス、教員・生徒間を超えた偶発的な豊かなコミュニケーションを生み
だす施設を目指した。また、様々な選択肢を持たせることで発想力・チャレン
ジ力を育む環境を提供している。建築的には鉄板によるシームレスな外装、片
持梁構造とミニマム空調・ライン照明による透明感ある中庭外装、校章の梅の
花をモチーフとした意匠性のある大架構空間の体育施設などに取り組んだ。

所 在 地：兵庫県神戸市
用　　途：高等学校
竣　　工：2016.01
構造規模：S造  地上4階
敷地面積：16,184.81㎡
建築面積：5,652.05㎡
延床面積：13,516.63㎡
写　　真：母倉知樹
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Gallery 建築作品紹介 神戸学院大学附属高等学校 新校舎
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
42
回

京町家の流通促進への要望書
京町家新条例に向けて　町家をこれ以上壊さないために

小島　富佐江（こじま  ふさえ）
祇園祭 南観音山の町内にある明治中期に建てられた京町家に暮らす。
平成 4 年、京町家再生研究会の設立に参加。居住者の立場から京町家の保全再生、経営などを考え、京町家の継承をテーマに活動。
NPO 法人京町家再生研究会 理事長

今年 6 月に京町家再生研究会の主催で「京町家条例に向けて：公開シンポジウム−これ以上町家を壊さな
いために」が開催されました。シンポジウムの報告はホームページ http://www.kyomachiya.net/saisei/
ima/index.html にありますが、ここでは、同研究会理事長の小島富佐江さんに、その背景と課題、取組み
についてご紹介いただきました。

町
家
の
悉
皆
調
査
（
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
に
よ

る
）
で
は
都
心
部
に
八
、〇
〇
〇
軒
の
伝
統
木

造
が
残
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
住
ま
い

の
方
か
ら
は
「
う
ち
の
家
は
単
な
る
古
い
木
造

で
す
。」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
〇
年
余
り
、
多
く
の
方
々
の
努
力

で
、
京
都
の
町
家
は
住
宅
と
し
て
、
店
舗
と
し

て
の
認
知
度
が
か
な
り
高
く
な
り
ま
し
た
。
町

家
に
暮
ら
し
た
い
、
町
家
で
お
商
売
が
し
た
い

と
言
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
〇
年
に
京
都
市
が
市
内
全
域
で
行
っ

た
悉
皆
調
査
（
京
町
家
ま
ち
づ
く
り
調
査
）
で

は
、
約
四
七
、〇
〇
〇
軒
の
町
家
が
数
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
全
国
的
に
み
て
都
心

部
に
あ
る
木
造
の
残
存
率
は
希
有
な
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
戦
前
木
造
の
総

数
を
数
え
た
記
録
は
無
く
、
京
都
の
町
家
の
残

存
数
は
こ
の
数
を
基
本
と
し
て
今
も
語
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
数
を
ピ
ー
ク
に

毎
年
数
％
ず
つ
減
少
し
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。
戦
前
の
木
造
で
あ
る
町
家
は
建
築
基
準
法

か
ら
も
は
ず
れ
、既
存
不
適
格
な
建
物
と
し
て
、

改
修
を
す
る
に
も
施
主
、
施
工
者
の
理
解
と
努

力
が
不
可
欠
で
す
。
町
家
を
保
全
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
無
け
れ
ば
、「
建
替
え
た
方
が
安

く
つ
き
ま
す
、
簡
単
で
す
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
古
い
町
家
は
消
え
て
い

き
ま
す
。
研
究
会
が
発
足
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で

の
時
間
は
そ
の
よ
う
な
危
機
感
を
常
に
持
ち
な

が
ら
の
保
全
・
再
生
の
活
動
で
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
不
動
産
の
流
通
物
件
と
し
て

町
家
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
だ
し
、

毎
年
の
減
少
率
に
少
し
歯
止
め
が
か
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
「
土
地
、

古
家
つ
き
」
と
さ
れ
て
い
た
不
動
産
広
告
が

「
町
家
」
と
し
て
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。
単
に
保
全
再
生
を
掲
げ
て
い
て
も
流

通
し
な
け
れ
ば
、
多
く
の
方
々
に
は
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
い
、
新
し
い
居
住
者
、
所
有
者

を
増
や
さ
な
い
こ
と
に
は
、
広
が
ら
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
改
修
、
利
活

用
の
要
望
に
応
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
空
家
や

売
り
家
と
な
っ
た
町
家
へ
の
新
し
い
居
住
者
募

集
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な

り
ま
し
た
。
近
年
流
通
は
活
発
に
な
り
、
日
本

各
地
か
ら
町
家
を
求
め
て
こ
ら
れ
る
方
々
は
増

え
、
海
外
か
ら
町
家
を
買
い
た
い
と
い
う
要
望

も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
町
家
は
京
都
の
み

な
ら
ず
、
海
外
で
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
の
地
道

な
努
力
が
実
り
だ
し
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
ま
だ
ま
だ
町
家
の
減
少
は
無
く
な
ら
ず
、
大

型
の
町
家
は
都
心
部
の
立
地
か
ら
駐
車
場
、
ホ

テ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替
わ
り
ま
す
。
京

都
の
歴
史
的
な
価
値
、
家
族
の
財
産
と
し
て
の

価
値
よ
り
も
土
地
の
価
値
が
優
先
さ
れ
る
こ
と

は
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
減
少

の
歯
止
め
は
か
か
っ
て
も
、
減
少
が
止
ま
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

京
町
家
再
生
研
究
会
と
京
町
家
情
報
セ
ン

タ
ー
（
平
成
一
三
年
設
立
、京
町
家
の
賃
貸
借
・

売
買
な
ど
流
通
を
担
当
）
は
京
都
府
宅
建
業
協

会
と
と
も
に
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
「
京
町
家

の
流
通
促
進
に
よ
る
保
全
・
再
生
策
に
関
す
る

要
望
書
」を
門
川
京
都
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

町
家
を
壊
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
売
買
も
し
く
は
賃

貸
で
継
承
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
で
す
。

町
家
が
壊
さ
れ
る
前
に
そ
の
情
報
を
京
都
市
に

知
ら
せ
、
さ
ら
に
は
そ
の
町
家
の
行
く
末
を
私

た
ち
町
家
再
生
に
携
わ
る
組
織
が
預
か
り
、
町

家
の
ま
ま
で
の
流
通
を
促
す
と
い
う
も
の
で

す
。
先
に
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
近
年
、
町
家

の
流
通
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
京
町
家
情
報

　

京
町
家
再
生
研
究
会
は
去
る
六
月
四
日
に
、

「
京
町
家
新
条
例
に
向
け
て 

町
家
を
こ
れ
以
上

壊
さ
な
い
た
め
に
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨

年
一
二
月
に
京
都
市
門
川
市
長
に
提
出
し
た
要

望
書
「
京
町
家
の
流
通
促
進
に
よ
る
保
全
・
再

生
策
に
関
す
る
要
望
書
」
を
広
く
市
民
・
行
政

に
訴
え
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
た
び
の

要
望
書
提
出
に
は
京
都
府
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
の
多
大
な
支
援
が
あ
り
、
当
日
も
同
会
副
会

長
北
川
安
彦
氏
に
議
論
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
京
都
市
か
ら
は
都
市
計
画
、
町
家
の

担
当
副
市
長
で
あ
る
小
笠
原
憲
一
氏
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
私
ど
も
研
究
会
か
ら
は
関
連
組
織

で
あ
る
京
町
家
情
報
セ
ン
タ
ー
幹
事 

西
村
孝

平
、
京
町
家
友
の
会
会
長 

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア

ト
キ
ン
ソ
ン
が
登
壇
し
ま
し
た
。
会
場
の
京
都

文
化
博
物
館
別
館
に
は
一
二
〇
名
を
超
え
る
参

加
者
で
満
席
に
な
り
、
特
に
建
築
、
不
動
産
関

係
者
の
関
心
の
高
さ
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　

京
町
家
再
生
研
究
会
は
平
成
四
年
に
発
足

し
、
今
年
の
七
月
か
ら
二
五
年
目
の
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
昭
和
四
〇
年
代
の
高
度
経
済
成

長
政
策
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
に
時
代
が

変
わ
る
頃
の
バ
ブ
ル
期
の
土
地
高
騰
を
経
て
、

京
都
の
町
並
み
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
土

地
高
騰
に
よ
る
税
金
、
特
に
相
続
税
対
策
と
し

て
低
層
の
木
造
を
高
層
ビ
ル
に
建
替
え
る
こ
と

が
急
増
し
、
伝
統
的
な
木
造
は
都
心
部
か
ら

次
々
と
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。
急
激
に
変

化
す
る
町
並
み
と
伝
統
木
造
の
減
少
に
危
機
感

を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
京
都
の
伝
統

的
な
都
市
型
住
宅
で
あ
る
町
家
を
住
み
続
け
、

活
用
す
る
た
め
の
保
全
、
再
生
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
当
時
は
町
家
に
対
す
る
理
解
は
低

く
、
単
な
る
老
朽
木
造
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
平
成
六
年
、
七
年
に
実
施
し
た



13 2016.09  建築人

た
。
町
家
の
価
値
は
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
か

ら
の
評
価
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
以
上
、

町
家
を
失
う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
こ
の
要
望
書

の
早
期
実
現
を
切
に
望
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
参
加
す
る
市
内
一
一
の
不
動
産
会

社
で
は
過
去
五
年
間
に
四
五
六
軒
の
町
家
の
売

買
契
約
、
四
一
一
軒
の
賃
貸
契
約
を
結
ん
で
い

ま
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
五
年
前
に
も
同
様
の
契

約
は
数
百
軒
を
数
え
て
お
り
、
町
家
の
滅
失
は

徐
々
に
減
少
し
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ

数
年
の
間
に
四
条
烏
丸
界
隈
の
大
型
町
家
五
軒

が
瞬
く
間
に
壊
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
地

域
の
中
で
も
存
在
感
の
あ
っ
た
町
家
は
そ
の
建

物
の
記
録
も
残
さ
な
い
ま
ま
に
姿
を
消
し
て

し
ま
う
。
町
家
の
存
在
感
が
増
す
今
で
も
年
間

五
〇
〇
軒
以
上
が
姿
を
消
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
は
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
全
く
無
力

で
す
。
せ
め
て
こ
れ
以
上
の
町
家
の
滅
失
は
避

け
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
よ
う
や
く
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
が
今

回
の
要
望
書
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
家
居
住
者
、
所
有
者
に
は
維
持
管
理
や
相

続
な
ど
、
様
々
な
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
そ
う
し
た
時
に
居
住
者
、
所
有
者
に
寄
り
添

い
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
情
報

が
思
う
よ
う
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
も
ど
か
し

さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。
近
年
は
町
家
の
ま
ま
の

流
通
も
盛
ん
に
な
り
、
い
ろ
ん
な
選
択
肢
が
で

き
る
の
で
す
が
、
そ
の
事
実
が
ま
だ
ま
だ
伝

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
解
体
、
除
却
が
止
ま
ら

な
い
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
状
を
正
確
に

伝
え
、
も
し
町
家
を
手
放
す
と
き
に
は
京
都
市

に
知
ら
せ
る
こ
と
、
京
都
市
は
そ
の
通
知
を
受

け
、
専
門
家
、
所
有
者
の
話
し
合
い
で
売
買
、

賃
貸
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
、
万
が
一
解
体
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
に
は
せ
め
て
写
真
や
図

面
等
の
記
録
を
き
ち
ん
と
残
す
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
で
き
れ
ば
こ
の
取
組
を
京
都
市

の
条
例
と
し
て
定
め
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
私

た
ち
の
希
望
で
す
。
京
都
の
宅
建
業
協
会
の

方
々
も
町
家
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
は
積
極
的

で
あ
り
、
こ
の
取
組
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

要
望
書
を
受
け
て
、
京
都
市
都
市
計
画
局
ま

ち
再
生
創
造
推
進
室
は
「
京
町
家
保
全
・
活
用

委
員
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
去
る
七
月
二
五

日
に
第
一
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
早
期
の
条

例
制
定
に
向
け
て
歩
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
京
都
市
は
か
つ
て
の
調
査
で
八
割
の
市

民
が
賛
成
し
た
景
観
政
策
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、
町
家
の
再
生
・
創
造
へ
の
取
組
を
強
化
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け
に
、
市

民
・
事
業
者
の
力
を
結
集
し
、
町
家
の
再
生
を

さ
ら
に
広
く
大
き
く
進
め
る
た
め
の
新
し
い
段

階
に
進
み
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
二
月
、
Ｗ
Ｍ
Ｆ
（
ワ
ー
ル
ド
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
財
団
）
は
四
条
町
会
所
と
な
る
町

家
に
二
八
万
ド
ル
の
修
復
支
援
を
発
表
し
ま
し

町家改修現場の見学会 6 月のシンポジウム

公開シンポジウムポスター

賃貸 売買

2011（平成23）年度 73 66

2012（平成24）年度 71 64

2013（平成25）年度 70 100

2014（平成26）年度 101 102

2015（平成27）年度 96 124

計 411 456
京町家情報センターによる京町家成約件数（単位：件）
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建
築
相
談
室
か
ら 

六

　
　
　

面
接
相
談
か
ら

文　

橋
本
頼
幸

　

建
築
相
談
室
で
は
、電
話
相
談
の
他
に
現
地
に
相

談
員
を
派
遣
し
て
行
う「
現
地
相
談
」と
相
談
者
に

事
務
局
に
来
訪
い
た
だ
い
て
当
日
担
当
の
相
談
員
が

面
談
で
相
談
に
応
じ
る「
面
接
相
談
」が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
調
査
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も「
相
談
」で
す

の
で
、業
務
と
し
て
応
じ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し

か
し
電
話
の
や
り
取
り
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
た
め
、現
地
を
見
た
り
面
談
で
図
面
や
写
真
を

見
た
り
す
る
だ
け
で
も
、よ
り
具
体
的
な
相
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
が
行
い
や
す
く
な
り
ま
す
。今
月
は
そ
ん
な
中

か
ら
面
接
相
談
の
記
録
を
二
件
ご
紹
介
し
ま
す
。

モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
は
な
か
っ
た
壁
を
と
り
た
い

　

戸
建
住
宅
を
契
約
し
て
工
事
が
進
ん
で
い
る
途
中
、

地
盤
改
良
が
終
わ
っ
た
段
階
で
工
事
を
止
め
た
。理
由

は
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
に
は
な
か
っ
た
リ
ビ
ン
グ
の
中
央
の
壁

を
ど
う
し
て
も
取
り
た
い
、そ
の
こ
と
で
協
議
中
と
の

こ
と
。

　

面
談
で
図
面
を
確
認
し
た
後
、相
談
担
当
者
は「
こ

の
壁
は
構
造
上
必
要
な
壁
で
な
く
す
こ
と
は
お
そ
ら

く
不
可
能
。契
約
前
に
間
取
り
の
検
討
を
す
る
べ
き

だ
っ
た
し
、基
礎
伏
図
、軸
組
図
な
ど
の
提
出
を
求
め

て
は
ど
う
か
？
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
よ
う
で

す
。相
談
者
は
契
約
解
除
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と

で
、民
間
総
合
調
停
セ
ン
タ
ー
を
ご
紹
介
し
た
と
記
録

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

契
約
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？

　

相
談
記
録
に
は
記
載
が
な
か
っ
た
の
で
、相
談
者
に

確
認
さ
れ
た
か
ど
う
か
が
不
明
で
す
が
、こ
の
契
約
は

注
文
住
宅
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
工
事
請
負
契
約
で

行
わ
れ
た
の
か
、い
わ
ゆ
る
土
地
を
売
っ
て
か
ら
建
て
る

「
売
建
形
式
」つ
ま
り
土
地
建
物
売
買
契
約
で
購
入

さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
判
断
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
変
わ
る
と
思

い
ま
す
。話
の
流
れ
か
ら
お
そ
ら
く
後
者
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、売
買
契
約
で
あ
れ
ば
、リ
ビ
ン
グ
の
壁
の

有
無
ま
で
合
意
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が
曖
昧
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、売
建
形
式
の
と

き
お
り
見
か
け
る
パ
タ
ー
ン
と
し
て
、最
初
は
土
地
売

買・建
物
請
負
で
契
約
を
し
、そ
の
後
銀
行
融
資
を
受

け
や
す
く
す
る
と
い
う
名
目
で
土
地
建
物
一
体
の
売

買
契
約
に
差
し
替
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。建
物

請
負
契
約
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
手
だ
て
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。い
ず
れ
に
し
て
も
、契
約
形
態
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。同
時
に

解
約
の
扱
い
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

消
防
検
査
で
建
築
の
違
法
を
指
摘
さ
れ
る

　
「
所
有
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
消
防
署
の
立
入
検
査
が

あ
っ
た
。そ
の
際
屋
外
階
段
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ル
ー

バ
ー
の
構
造
が
適
正
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
？
建
築

指
導
部
の
指
示
を
受
け
る
よ
う
に
通
知
さ
れ
た
。建

築
指
導
部
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、建
築
士
に
見
て
も

ら
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
て
相
談
に
来
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
。」と
の
相
談
で
す
。相
談
記
録
に
は
、屋
外
階
段
に

後
付
で
ル
ー
バ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、屋
外
階
段
扱
い

に
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
の
相
談
記
録
で
し
た
。

違
法
建
築
の
是
正

　

実
は
、消
防
の
立
ち
入
り
調
査
な
ど
が
き
っ
か
け
で

「
適
法
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。ど
う
し
た
ら
よ

い
か
？
」と
い
う
相
談
は
年
に
数
件
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
建
築
の
多
く
は
気
づ
か
ず
に
買
っ
て
し
ま
っ
た
、知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
違
法
状
態
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
相
談
者
や
建
物
で
す
。こ
の
よ
う
な
相
談
に
お
い
て

建
築
士
は
、現
況
確
認・行
政
と
の
調
整・是
正
工
事

な
ど
を
し
て
適
法
に
な
る
よ
う
に
誘
導
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
、当
会
で
も
積
極
的
に
関
与
し
て
、安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。現
地
相
談
か
ら
案
内
し
て
継
続
し
た
相
談
に
な
る

よ
う
に
誘
導
し
て
も
よ
い
か
と
考
え
ま
す
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
中
央
区
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
今
も
残
る
貴
重
な

町
家
が
あ
る
。蘭
学
者
に
し
て
医
者
で
あ
り
、教
育
者

で
も
あ
る
緒
方
洪
庵
の
私
塾
の
拠
点（
適
塾
）で
あ
る
。

　

洪
庵
は
大
坂・中
天
游（
な
か
て
ん
ゆ
う
）の
塾「
思
々

斎
塾
」で
西
洋
医
学
の
基
礎
を
学
ん
だ
。そ
の
後
、長

崎
で
オ
ラ
ン
ダ
人
医
師
の
も
と
で
医
学
を
習
得
し
二

年
後
に
帰
阪
。大
阪
瓦
町
で
医
業
の
傍
ら「
適
々
斎
塾

（
適
塾
）」を
開
塾
し
た
。江
戸
時
代
後
期
の
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
年
）に
は
過
書
町（
現
在
の
適
塾
）の
町
家
へ

移
転
。こ
こ
を
拠
点
に
日
本
最
初
の
病
理
学
書「
病
学

通
論
」、コ
レ
ラ
の
治
療・予
防
法
を
書
い
た「
虎
狼
痢
治

準
」な
ど
を
著
わ
し
、多
大
な
業
績
を
残
し
た
。

　

そ
の
後
、適
塾
は
明
治
初
年
に
役
割
を
終
え
閉
鎖
さ

れ
た
。し
か
し
こ
こ
で
の
学
び
は
、後
に
大
阪
医
学
校
、府

立
医
科
大
学
、さ
ら
に
は
大
阪
大
学
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。こ
の
町
家
は
、貴
重
な
蘭
学
塾
の
遺
構
で
あ
り
、

昭
和
一
六
年（
一
九
四
一
年
）に
国
史
跡
、昭
和
三
九
年

（
一
九
六
四
年
）に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

西
隣
に
あ
る
公
園
に
は
緒
方
洪
庵
の
坐
像
が
あ
る
。

洪
庵
が
医
者
の
心
得
を
説
い
た『
扶
氏
医
戒
之
略
』に
は
、

「
周
く
俗
情
に
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」と
あ
り
、世
俗
を
よ

く
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
お
り
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
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監修　　公益社団法人大阪府建築士会

　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　黒川祐樹

　　　　　　　　　　中江　哲　　橋本頼幸

　　　　　　　　　　丸子勇人　　牧野隆義

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

建
築
物
耐
震
評
価
業
務
の
ご
案
内

本
会
事
務
局

　

本
会
で
は
、「
建
築
物
耐
震
評
価
委
員
会
」

を
設
置
し
、
申
込
者
の
行
っ
た
耐
震
診
断
や

改
修
計
画
の
妥
当
性
を
判
定
す
る
評
価
業
務

を
行
っ
て
お
り
、（
一
財
）
日
本
建
築
防
災

協
会
の
「
全
国
耐
震
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」

に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
評
価
は
、
ぜ
ひ
本
会
に
お
申

込
下
さ
い
。

【
対
象
建
築
物
】

建
築
物
の
所
在
地
（
全
国
）、
公
共
・
民
間

の
別
、
規
模
、
構
造
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
本
会
会
員  

評
価
手
数
料
一
〇
％
割
引

安
価
な
評
価
手
数
料
の
設
定
を
し
て
お
り
、

本
会
会
員
は
、
一
〇
％
割
引
し
ま
す
。

※
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
審
査

可
能
な
限
り
短
期
間
で
評
価
書
を
発
行
で

き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

【
実
績
事
例
】

・
某
ホ
テ
ル 

一
〇
階
建  

不
整
形  

Ｓ
Ｒ
Ｃ
三
万
八
千
㎡

　

耐
震
診
断（
三
次
診
断
）・
改
修
計
画
評
価

⇩

・
申
込
か
ら
委
員
会
評
価
修
了
ま
で
約
六
〇
日
間

【
学
識
委
員
】（
敬
称
略
）

大
野
義
照
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

坂　

壽
二
（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）

倉
本　

洋
（
大
阪
大
学
教
授
）

土
井　

正
（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
准
教
授
）

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
問
合
・
申
込
】

公
益
社
団
法
人　

大
阪
府
建
築
士
会
事
務
局



■淡路瓦のお問い合わせ先
　淡路瓦工業組合
　兵庫県南あわじ市湊 134
　Tel.0799-38-0570　Fax.0799-37-2030
　　info@a-kawara.jp
　　http://www.a-kawara.jp/

『まちまち瓦』
株式会社タツミ
http://tatsumi-oni.co.jp

取材：河合哲夫／建築情報委員会委員

　400 年の歴史を持つ淡路瓦は「淡路瓦イズム」を
通し、これからの時代に社会から必要とされる瓦づ
くりに挑戦を続けています。今年も淡路瓦イズムを
実践している会社を紹介します。

　「瓦をつくるために用意された」とまで表現される、
淡路産の「なめ土」という粒子の細かい粘土。その
土によって作られる瓦の表面に炭素膜を形成する「い
ぶし」の技術は、長い歴史の中で培われた職人技と、
ブタンガスを使用する最新のテクノロジーによって
成り立っています。これらの恵まれた風土と高度な
技術が生み出す瓦の表面には炭素が規則正しく積層し、
肌理の細かい独特な輝きを放つ仕上がりとなります。
しかも、太陽光、雨、風、雪、激しい温度変化といった、
建築の部位の中でも最も厳しい環境にさらされる屋
根において、高い耐候性と強度により、その美しさ
を驚くほど長期間持続できる優れた素材です。無彩
色な素材そのものが鈍く輝くいぶし瓦の美しさは、
伝統的な日本の風景にはもちろん、現代的なモダン
デザインにもフィットする魅力のある素材です。
　株式会社タツミは、淡路島の南西端、播磨灘に面
した静かで自然豊かな集落で昭和 48 年に再操業さ
れ、LPG を燃料とする焼成炉を淡路瓦業界に先駆け
て導入し、品質向上に貢献してきました。全国でも
少数になっており淡路島全体でも 10 名しかいない
鬼師が、株式会社タツミには４名が所属しています。

複数の鬼師を自社で抱えている淡路島唯一の窯元と
して、鬼瓦や熨斗瓦等を事業の主力としていますが、
近年は、自社の技術と、瓦の持つ優れた特性と美し
さを活かした新しい分野へ挑戦し拡大しています。
壁、床の仕上げ材、ブロックやプランター等のエク
ステリア用の素材、洗面器具からインテリア小物類
まで、数えきれないアイテムがショールーム
「Ibushi Gallery 瓦廊」に展示されていました。いず
れも、オーダーメードを得意とする完成度の高いも
のばかりですが、その中で目を引いたのは、企画開
発中の「まちまち瓦」と名付けられた内装、外装向
けの素材でした。表面仕上げと大きさが異なるフラッ
トな瓦をランダムな割り付けで仕上げる素材で、瓦
らしい緊張感のある質感でありながら、やさしくルー
ズな表現に仕上げられた試作品がショールームに展
示されており、現代的な空気感を醸す新しい素材と
しての可能性を感じました。
　これらの素材の注文は、インターネットを通じて
受けることが多くなっているとのことで、ホームペー
ジは、見やすく整備されています。是非覗いてみて
下さい。思いがけない瓦の可能性に出会えます。

　「新たなアイテムづくりにより職人の技が磨かれ、
それによる技術向上がまた新たな製品を生み出しま
す。」お話を伺った興津常務の挑戦が、まだまだ続く
ことを確信しました。

ま

　ち

　ま

　ち

　瓦



建築人 No.627  平成28年9月1日発行  発行人：会長／岡本森廣  発行所：公益社団法人大阪府建築士会  〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5F  tel.06-6947-1961

建
築
人 
9
2016

内デッキのある家 ―ついの棲家―　長谷川総一／長谷川設計事務所

17年前に二世帯住宅の設計依頼のあった施主から「南側の土地を購
入したのでまた設計をお願いしたい。」と連絡がありました。年月と共に
当時小学生低学年、幼稚園だった子供たちが成人し、長女は社会人に
なり、三世帯が暮らせるように“ついの棲家”を設計することになりました。
街並みも当時から比べると区画も細分化され、敷地が割られた数だけ
生垣も取り除かれ、駐車スペースのための舗装が増えつつありました。
計画は庭いじりの好きなおじいさんのために今の庭と新しい庭をつなぐ
内デッキのあるプランとし、街に対して既存の生垣はできるだけ残して駐
車スペースには落葉樹を植え、庭の一部になるように低く石を積んで街
路と仕切っています。
内デッキまでは道路からスロープであがれ、デイサービスで送ってくれた
人や近所の友達とのコミュニケーションの場、外出用車椅子から歩行
器に取替える場、パブリックスペースとプライベイトスペースの距離をと
る場、旧住宅とついの棲家とを繋げる場、南庭と北庭を繋げる場、庭い
じりの間の休息の場となり、内デッキの用途は多様です。
切妻屋根の軒の出（1,350㎜）が外壁を守り、日射を調整し、内デッキを
通し風が室内へと流れ込み、プライベイトの室の中央にはトップライトを
設けさらに風の流れを起こす。
子や孫達に見守られ、心地よい風の流れる落ち着いた空間が広がる

“ついの棲家”になりました。
撮影：小川重雄　第60回大阪建築コンクール大阪府知事賞受賞作品

■プロフィール
長谷川総一
1956年 神奈川県生まれ
1979年 京都工芸繊維大学工芸学部　 
 住環境学科卒業 
1985年 ㈱アトリエフルタ建築研究所
1992年 長谷川設計事務所開設
 現在に至る

■建物データ
設　　計：長谷川設計事務所
　　　　　長谷川総一・三宅貴子
施　　工：株式会社市川工務店
所 在 地：藤井寺市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2015年7月
構造規模：木造　１階
敷地面積：320.23㎡
建築面積：99.90㎡
延床面積：86.24㎡


